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計画について

法的な位置付け：教育基本法第17条第2項に規定された「教育振興基本計画」

他計画との関係性：本市の最上位の総合振興計画である「2020さいたま希望（ゆめ）のまちプラン」の方向性等を取り入

れるとともに、「さいたま市教育大綱」とも整合が図られている。

計画の対象範囲：市教育委員会所管の小学校、中学校、高等学校、中等教育学校、特別支援学校の学校教育及び生涯学習

計画の期間：

さいたま市教育アクションプランにおける重点事項

≪本市の教育が目指す人間像≫ 世界と向き合い 未来の創り手として 輝き続ける人

・グローバル化、情報化など予測が困難な未来に対応し、多くの情報の中から何が必要かを主体的に判断し、
自ら立てた問いの解決を目指し他者と協働しながら最適な解を見付け、新たな価値を創造することができる人

・多様な人々との関わりの中で共感し、人間ならではの感性、創造性を発揮しつつ、自らの可能性を高めながら、
よりよい人生、よりよい社会を創り出していくことができる人

・生涯にわたって質の高い学びを重ね、夢と志を持ち、生きがいを見付け、健康で幸せに暮らすことができる人

さいたま市教育ビジョンの基本理念と基本的方向性

≪基本理念≫ 人生100年時代を豊かに生きる「未来を拓くさいたま教育」の推進

基本的方向性① 12年間の学びの連続性を生かした「真の学力」の育成

基本的方向性② グローバル社会で活躍できる豊かな人間性と健やかな体の育成

基本的方向性③ 人生100年時代を輝き続ける力の育成

基本的方向性④ スクール・コミュニティによる連携・協働の充実

基本的方向性⑤ 「未来を拓くさいたま教育」推進のための基盤整備

施策展開

基本的
方向性①

〇 他者と協働しながら新たな価値を創造していく力を育成する。
〇 夢を実現しようとする高い志を持って、可能性に挑戦する力を育成する。

基本的
方向性②

〇 コミュニケーションを通じて人間関係を築く力、豊かな情操や規範意識、ものごとを最後までやり抜く力、社会的・職業的自立に向けた能力・態度等
を育成する。

〇 生涯にわたってたくましく生きるために必要な健康や体力を育成する。

基本的
方向性③

〇 生きがいを持ち、生涯にわたって質の高い学びを続けられる環境を整備する。
〇 人生を豊かに生きるために、学んだことを生かして活躍できる環境を整備する。

基本的
方向性④

〇 学校・家庭・地域・行政の連携・協働体制を構築し、地域の教育力の向上を図るとともに、地域に信頼される学校づくりを推進する。
〇 地域の多様な教育資源を活用し、地域コミュニティの活性化と、地域発展の担い手となる人材を育成する。

基本的
方向性⑤

〇 新しい時代の教育に向けた学校の指導体制を構築する。
〇 安全・安心で質の高い教育環境を整備するとともに、学校安全体制を推進する。

さいたま市教育ビジョン

「未来を拓くさいたま教育」を推進する

「PLAN THE NEXT3つのGで日本一の教育都市へ」

「国際社会で活躍
できる力」を育成すること

やり抜く力で
「真の学力」を
育成すること

一人ひとりの成長を支え、
「生涯学び続ける力」を育成すること

年度

さ い た ま 市 教 育 ア ク シ ョ ン プ ラ ン

（ さ い た ま 市 教 育 ア ク シ ョ ン プ ラ ン は 2 0 2 1 年 度 に 更 新 予 定 ）



さいたま市教育アクションプラン

確 か な 学 力 の 育 成

ア ク テ ィ ブ ・ ラ ー ニ ン グ の 推 進

さ い た ま 市 学 習 状 況 調 査 等 の 活 用

教 育 の 情 報 化 推 進 事 業

保 育 所 ・ 幼 稚 園 等 ・ 小 学 校 の 連 携

「 さ い た ま 市 小 ・ 中 一 貫 教 育 」 の 推 進

中 ・ 高 の 連 続 性 を 持 っ た 教 育 の 推 進

特 別 支 援 教 育 の 推 進

特 別 支 援 学 級 の 全 校 設 置

通 級 指 導 教 室 の 拡 充

市 立 高 等 学 校 「 特 色 あ る 学 校 づ く り 」 事 業

ス ク ー ル ア シ ス タ ン ト 配 置 事 業

子 ど も 読 書 活 動 推 進 事 業

学 校 図 書 館 を 活 用 し た 読 書 活 動 の 推 進

ネ ッ ト ト ラ ブ ル 等 防 止 の た め の 情 報 モ ラ ル 教 育 の 推 進

舘 岩 少 年 自 然 の 家 を 活 動 拠 点 と し た 自 然 体 験 活 動 の 推 進

「 グ ロ ー バ ル ・ ス タ デ ィ 」 推 進 事 業

グ ロ ー バ ル 人 材 を 育 成 す る 中 等 教 育 学 校 の 整 備

子 ど も の 体 力 向 上 推 進 事 業

学 校 ・ 家 庭 ・ 地 域 が 連 携 し た 食 育 の 推 進

国 際 教 育 ・ 交 流 事 業

心 の サ ポ ー ト 推 進 事 業

ス ク ー ル ソ ー シ ャ ル ワ ー カ ー の 拡 充

未 来 （ み ら ） く る 先 生 を 活 用 し た キ ャ リ ア 教 育 の 推 進

未 来 （ み ら ） く る ワ ー ク 体 験 （ 中 学 生 職 場 体 験 事 業 ）

ア ー ト ・ イ ン ・ ス ク ー ル

人 権 が 尊 重 さ れ る 社 会 の 推 進

道 徳 教 育 の 推 進

い じ め 防 止 対 策 の 推 進

S O S の 出 し 方 に 関 す る 教 育 の 推 進

主 権 者 教 育 の 推 進

「 さ い た ま 子 ど も 短 歌 賞 」 の 推 進

公 民 館 ・ 図 書 館 施 設 リ フ レ ッ シ ュ 事 業

図 書 館 整 備 事 業

生 涯 学 習 人 材 バ ン ク 事 業

さ い た ま 市 民 大 学 事 業

文 化 財 保 護 事 業

博 物 館 ・ 美 術 館 ・ 科 学 館 事 業 の 充 実

生 涯 学 習 施 設 と 学 校 と の 連 携 事 業 の 充 実

学 校 を 核 と し た 地 域 づ く り の 推 進

親 の 学 習 事 業

「 す く す く の び の び 子 ど も の 生 活 習 慣 向 上 」 キ ャ ン ペ ー ン

チ ャ レ ン ジ ス ク ー ル の 充 実

「 学 校 安 全 ネ ッ ト ワ ー ク 」 の 推 進

「 心 を 潤 す ４ つ の 言 葉 」 の 推 進

学 校 に お け る 働 き 方 改 革 の 推 進

人 づ く り 、 人 材 確 保 改 革 の 推 進

教 員 の 資 質 能 力 の 向 上

奨 学 金 返 済 支 援 制 度 の 創 設

部 活 動 指 導 員 配 置 事 業

大 学 連 携 コ ラ ボ レ ー シ ョ ン 事 業

学 校 安 全 推 進 事 業

W H O セ ー フ ス ク ー ル の 取 組 、 成 果 の 普 及

自 転 車 免 許 制 度 の 全 面 実 施

過 大 規 模 校 等 教 育 環 境 整 備 事 業

学 校 の リ フ レ ッ シ ュ 計 画 の 推 進

学 校 ト イ レ の 洋 式 化 等 の 推 進

与 野 本 町 小 学 校 複 合 化 施 設 整 備 事 業

小 学 校 給 食 調 理 業 務 の 委 託 化

学 校 用 務 業 務 の 委 託 化

学 校 給 食 費 の 公 会 計 化
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「未来を拓くさいたま教育」を推進する PLAN THE NEXT 3つのGで日本一の教育都市へ


